
【シラバス】2022年度冬期海外教育インターンシップ Student Exchange Nippon Discovery（SEND）

項⽬
開講年度
講義コード
科⽬ナンバー
開講セメスター
講義名・クラス名
プログラム名
担当教員
実習地
単位数
備考
講義分野

履修の⽬安

授業概要

到達⽬標

授業⽅法

・⽇本語を⺟語とする者
・セメスター：申請時点で第2セメスター〜第7セメスター
【SENDについて】
海外教育インターンシッププログラム、SEND（Student Exchange Nippon Discovery）は、グ
ローバル⼈材育成推進事業の⼀環として補助⾦を受け、実施されています。SENDの定義は「⽇本
⼈学⽣が留学先の現地の⾔語や⽂化を学習するとともに、現地の学校等での⽇本語指導⽀援や⽇
本⽂化の紹介活動を通じて、学⽣⾃⾝の異⽂化理解を促すことを海外留学の⽬的と位置づけ、将
来⽇本と留学先の国との懸け橋となるエキスパート⼈材の育成を⽬指す取り組み」（⽂部科学
省）です。APUでは、秋季はベトナムの⼤学で、⽇本語教育⽀援や⽇本⽂化紹介等を⾏うことに
より、派遣国・地域の⼈と信頼関係を構築し、⽇本語教育⽀援や国際交流に寄与することを⽬的
としています。
【授業の概要】
本プログラムでは4週間の現地実習の他に12回の事前授業と2回の事後授業を実施します。また、
SENDの「派遣国と⽇本の架け橋になる」という⽬的に基づき、「グローバルな⼈間関係」の構築
（⽂化的背景や⽴場、考え⽅の違う⼈と協働し、積極的に関わることができる）を学⽣全員が伸
ばすべきコンピテンシーに位置付けます。
事前授業では、ベトナムとベトナムの⽇本語教育について理解し、⾃⼰成⻑のためのルーブリッ
クを作成し、チームワークを醸成します。実習中は、与えられた任務をチームで協⼒し合いなが
ら⾏い、体験を通して感じたことや考えたことを毎⽇振り返り、⾃⼰・他者理解を深め、翌⽇の
⾏動につなげます。事後授業では、現地での学びや葛藤、どのように能⼒を伸ばし態度が変化し
たのかについて共有します。

 1.派遣国・地域の歴史、⽂化、⽇本語教育に関する理解を深め、⽂化的背景の異なる⼈とさまざま
な⽅法を⽤いて相互理解をはかり、関係を深めることができる（異⽂化間コミュニケーショ
ン）。

 2.グループメンバーと何でも⾔い合える関係を築き、グループと個⼈の⽬標を達成することができ
るよう励まし、協⼒し合うことができる（チームワーク）。

 3.様々なバックグラウンドを持った⼈たちと積極的にコミュニケーションをとり、信頼関係を築く
ことができる（グローバルな⼈間関係）。

 4.学びの⽬標や⾃⼰成⻑の⽬標を明確に⽴て、振り返りを通して内省的考察ができるようになる
（⾃⼰成⻑）。
【授業⽅法】

 ・原則対⾯で実施します（新型コロナウィルス感染症の感染状況によりオンラインで実施する可
能性あり）。

 ・講義、個⼈発表、グループでの話し合いや発表があります。

共通教養科⽬

内容
2023

春セメスター
インターンシップ(J）
SEND（Student Exchange Nippon Discovery）
筒井 久美⼦（教育開発・学修⽀援センター）
ベトナム
4単位
登録上限単位数に含まない／再履修不可

1 / 4 ページ



【シラバス】2022年度冬期海外教育インターンシップ Student Exchange Nippon Discovery（SEND）

②11/30(⽔)5限
授業：異⽂化間コミュニケーション
課題：ルーブリック課題②、レポート（ベトナム社会）

   ①11/16(⽔) 4限
授業：オリエンテーション、ルーブリックについて
課題：⾃⼰紹介、ルーブリック課題①

③12/14(⽔)4限
授業：ベトナムについての勉強会

④12/14(⽔) 5限
授業：ベトナムについての勉強会
課題：勉強会についての振り返り
⑤12/21(⽔) 4限
授業：振り返りの意義と⽅法
課題：ルーブリック課題③
⑥12/21(⽔) 5限
授業：チームビルディング
課題：チームビルディングの振り返り
[グループ課題]⽇本⽂化紹介スライド

⑦1/11(⽔) 4限
授業：[グループ発表]⽇本⽂化紹介

⑧1/11(⽔) 5限
授業：[グループ発表]⽇本⽂化紹介
課題：グループ発表の振り返り
⑨1/18(⽔) 4限
授業：ベトナムの⽇本語教育
課題：レポート（ベトナムの⽇本語教育）

毎回の授業の概要

【事前授業】

⑩1/25(⽔) 4限
授業：能⼒ルーブリックの校正、活動計画

  ⑪1/25(⽔) 5限
授業：SEND経験者との懇談会、ベトナム語プチ講座
課題：事前学習の振り返り

【事後授業】
 ⑬4/19(⽔) 4限、⑭4/19(⽔) 5限

授業：実習の振り返り
課題：事後レポート、アンケート

（上記は、参加者数により内容が変更になる場合があります。）
＊1/26~2/17グループで協⼒しあい、現地の先⽣と連絡をとり、活動計画を⽴て⽂化紹介のスラ
イドを作成してください。

  ⑫2/15 (⽔) 2限
授業：現地での活動準備報告、最終調整
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実習スケジュール

予習・復習の内容と分量

○

○

〇
いいえ

No

期末試験・レポートの実施について

最終振り返りレポートを実施
Q1 期末試験を実施しますか？
※ここでの「期末試験」とは、学年暦に定められた期末試験期間中に
おこなう試験のことです。

Q1  Will you conduct the final examination?
※“Final examination” refers to the examinations that are held during 
the final examination period as specified in the Academic calendar.

はい
Yes

いいえ
No

Q2 試験教室としてＰＣ教室の利⽤を希望しますか？

Q2  Would you like to use the computer lab for your final 
examination?

はい
Yes

いいえ
No

Q3 期末レポートを実施しますか？
※ここでの「期末レポート」とは、最終講義終了後に提出締切⽇を設
定する提出課題全てをさします。

Q3  Will you conduct the final report?
※“Final report” here is defined as all assignments with a deadline 
after the final week of classes.

はい
Yes

【実習】2022/2/17〜3/18
 ・平⽇：実習、準備、課外活動、派遣グループでの振り返り、リフレクティブジャーナル、コメ

ント
 ・週末：実習準備、能⼒グループでの振り返り（オンライン可）、コメント
 ・実習後の課題：ルーブリック課題④

【課題の内容と分量】
課題は、個⼈課題とグループ課題があります。事前授業は、ベトナムについての知識を獲得し、
個⼈の⽬標設定をします。また、派遣グループでのチームワークを醸成し、グループ発表の予⾏
練習をします。実習中は、短期研修という性質上、1⽇たりとも無駄にしないため、そして実習の
質を⾼めるために、毎⽇リフレクティブジャーナルを書き、次の⾏動につなげます。個⼈差はあ
りますが、コメント書きを含め1~2時間ほど予定しておくとよいでしょう。事後レポートは、実習
と能⼒の振り返りをします。5~6時間はかかるので⼀度にではなく少しずつ作成しましょう。
【課題に関する注意事項 】
• 課題はすべてmanabaの指定された窓⼝に提出してださい。
• 提出期限は厳守してください。提出期限後であっても、24 時間以内に提出されたものに限っては
採点しますが、その場合は得点を50%減じます（⼩数点以下は切り捨て）。

成績評価⽅法

5段階評価：A+. (90%以上)・A (80~89%)・B (70~79%)・C (60~69%)・F (59%以下=不合格)
  積極的な授業参加（授業中の発⾔や態度、実習評価など）15％

 個⼈課題と提出物（報告書、ルーブリック、アンケートなど）25％

  事後レポート（学習⽬標とコンピテンシーの振り返り） 20％

【出席に関する注意事項 】
 •授業は、5限のみの⽇と4・5限連続の⽇があるので気をつけてください。
 •本プログラムは、すべての授業と実習に参加することが条件です。試験や活動、研修、説明会な

どが⼊った場合、担当者に連絡して⽇程の変更をしてください。やむをえず授業を休む場合は減
点となります。⽋席する場合は、わかった時点で教員に連絡してください。休んだ授業の内容と
課題は必ず教員か受講⽣に確認してください。実習中の責任感と⾃律性を⾼めるために、こちら
から連絡することはありません。無断⽋席した場合、連絡が取れない場合、決められたことがで
きない場合は、実習の安全性を保つために参加を取り消すことがあります。
 •遅刻は減点の対象となります。

   グループ課題（⽇本⽂化スライド、発表など）10％
     実習中の振り返りとコメント30％
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○

○

多⽂化協働学修の実践⽅法

授業担当教員の実務経験

学⽣への要望事項

テキスト
(授業を履修する上で、購⼊が必須となる書物)
備考

テキスト
(授業を履修する上で、購⼊が必須となる書物)

参考⽂献備考

参考⽂献
(図書、視聴覚資料)
ライブラリリザーブコーナーに設置
参考⽂献
(雑誌、年鑑⽩書等)
備考
担当教員研究室電話番号
担当教員E-mailアドレス
E-Book および 関連ページ

上述の内容に変更がある場合は授業内でお伝えします。
 B棟4階 教員研究室B420（オフィス・アワー⽊曜 3限）

ktsutsui@apu.ac.jp
特に無し

Q3-2 担当教員によるレポート回収を⾏なう場合、manaba、レポー
トサブミット機能、Emailなどインターネット環境を利⽤した提出⽅法
を利⽤しますか？

Q3-2  In case you would like students to submit the report directly to 
you, will you ask them to submit online via manaba, report submit 
function, Email etc.?

はい
Yes

いいえ
No

事前授業では、ペアやグループでのディスカッションを通して、ベトナムの理解を深め、それぞ
れが伸ばしたい能⼒を共有します。また、派遣先のグループではチームワーク⼒を⾼め、現地で
の活動計画を⽴て、発表の練習をします。派遣中は、毎⽇グループで、週末は能⼒グループで活
動を振り返ります。事後授業では、それぞれの学びを発表しフィードバックをし合います。

•⽇本語インストラクター：アメリカの⼩学校、⾼校、⼤学で⽇本語を教える
•異⽂化コミュニケーショントレイナー：アメリカの⽇系企業で、異⽂化間コミュニケーション
ワークショップの開発と実践

 •本プログラムは、参加学⽣だけではなくベトナムの⼤学関係者や⼤学⽣に多くの影響を与えるプ
ログラムですので、真剣に取り組んでください。
 •現地に⾏かなければ何が起こるかわからないプログラムです。⾃分の思い描いた実習ができない

ことも多々あります。予期せぬ出来事や困難に出会っても、状況や⼈のせいにするのではなく、
⾃分ができることを考え⾏動してください。先の⾒えない中であきらめず突きすすむ経験は⼤学
⽣活だけではなく、卒業後の社会⽣活においても必ず役⽴ちます。
 •4週間の実習は、全⼒疾⾛が可能な期間です。実習後半に慣れてきますが、現状に満⾜せず、最終

⽇まで挑戦し続けてください。
 •実習を通じて、現地の⼈と友情を育み、困難をチャンスと受け⽌めて、理解を深めてください。

体調管理を⼼がけ、柔軟な態度で広い⼼を持って実習に臨み、経験を通しての学びをこれから⾃
分が歩んでゆく⼈⽣の指針に加えられるよう、積極的に⾏動してください。

【教科書】
 •『現代ベトナムを知るための60章』今井 昭夫・岩井 美佐紀・坂⽥ 正三・遠藤 聡（編著）2012年 

明⽯書店
 •『ベトナムの基礎知識（アジアの基礎知識）』古⽥元夫 2017年 めこん

（その他の資料や⽂献はmanabaで閲覧可能です。）

【参考⽂献】
 •好井裕明（2006）『あたりまえ』を疑う社会学−質的調査のセンス 光⽂社新書
 •好井裕明（2014）『違和感から始まる社会学』−⽇常性のフィールドワークへの招待 光⽂社新

書

Q3-1 アカデミック・オフィスによるレポート回収サポートを希望し
ますか？

Q3-1  Would you like support from the Academic Office in collecting 
final reports?

はい
Yes

いいえ
No

以下の質問には、Q3で「はい」と回答した場合のみ回答してください。
If you answered "Yes" on Q3, please answer question below.
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